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県内住民の各種ウイルスに対する抗体

保有状況について（第 1報）

庄司キク＊ 原田誠三郎＊ 森田盛大＊

I はじめに

ウイルス感染症の流行はその伝播様式，宿主やその集

団の感受性及び社会経済生活状態，季節的及び地域的性

状などさまざまな要因が複雑に交錯して規定されてい

が，又同時に，ウイルス側にもそれを規定する要因があ

る．我々は，この流行の背景となるウイルスの疫学像或

いは生態像を明らかにすることを究極の研究目標としな

がら，この流行を規定している問題にアプローチするこ

ととした．

本報では，先ず主として水平伝播様式のウイルス（ア

デノ，水痘，麻疹，風疹，マイマプラズマ），垂直伝播

を主とするウイルス（サイトメガロ，ヘルプス），伝播

速度~ （ 

アデノや麻疹に代表されるウイルス）や遅いもの（マイ

ュプラズマに代表されるもの）などの如く，ウイルスを

一応区分して，それぞれのウイルスに対する年令別血清

疫学調査を試みた結果について概略報告する．尚，次号

では，この結果を地域の性状に基ずいて再分類した結果

について報告する予定である．

I 調査方法

A.被検血清

1972~1974年にかけて，集団かぜ検査ボリオ流行予測
3) 

調査， トキソプラズマ調査の目的で県内各地の住民から

採取した901検体の血清を被検材料とした．血清はいず

れも使用時までー20°cに保存した．

B.抗体測定方法

1.使用抗原

アデノ (1,3, 7, 11),ヘルペス，水痘，サイトガロ

の各ウイルスの補体結合 (CF)抗原は人胎児線維芽細
n,2) 

胞を用いて自家調製した．マイユブラズマCF抗原は栄

＊秋田県衛生科学研究所

研化学KK製のキットを用いた．麻疹ウイルスの赤血球

凝渠 (HA)抗原は東芝化学KK製のキットを用いた．
4) 

又，風疹ウイルスのHA抗原は自家調製したものを用い

た．

2.補体結合 (CF)抗体又び赤血球逗集抑制

CH I)抗体の測定方法

CF抗体価の測定｛ま，ベロメール緩衝液 (VBS)で

3倍に稀釈した被検血清を 56°C,30分間非動化した

後，上記CF抗原と補体（自家調製：新鮮モルモット血

清）を各2単位及び溶血素（極東製薬KK製）を4単位

用いて型の如くマイクロタイマー法によって行った．但

し， （被検血清十抗原＋補体）の反応時間は4°C, 1夜

とした．

HI抗体価は，麻疹についてほ予研法により，又，風疹
4) 

についてほ森田らの方法により夫夫測定した．

皿調査成績

県内住民の 7種のウイルスに対する抗体保有状況を調

査した結果，表1．及び図1.iこ示す如き成績が得られた．

即ち加令と共に保有率が上昇していく傾向を示すアデノ

や風疹のクイプ，山型の保有率パクーソを示すマイユプ

ラズマや麻疹クイブ，小児では低率であるが成人に至っ

て保有率が高くなるヘルペスやサイトメガロクイプ，そ

して，全年令層で低保有率バクーンを示す水痘タイプ，

などに大別された．

今回用いたアデノウイルスのCF抗原一各型に共通と

いわれているが一1, 2, 7, 11型をプールしたのであ

るが，群共通のCF抗原でみる限り，その惑染は0~3

オから4~6オに至る過程で感染頻度が高くなり，その

結果， 4~6オから約70％以上の抗体保有率を示したも

のと考えられる．しかし，これは群共通のCF抗体であ

るから．型別にみると必ずしもこのペクー｀ノを示すとは

限ぎらないと考えられる．すなわち．アデノ 3型の抗体

保有率が流行の有無に左右され，従前のボリオの如く．
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図1．県内住民の各種ウイルスに対する抗体保有状況

年令の増大と平行して上昇するものではない，という既
2) 

報を得ているからである．このような流行型の 3型， 7 

型， 8型などのタイプを除くと今回示したような加令に

基ずく感染過程を経ていくものと推定されるか，この点

については今後更に検討していきたい．

風疹は，本県では1966~67年の流行以来被検血清を採

取した1972~74年まで流行していないが， このことを反

映して 0~6オでは抗体保有者は全く検出されなかっ

た．以後の年令では，抗体保有率が上昇していくが，こ
5),6) 

れらの保有率は我々が先に報告したものより全般に低率

であった．この原因が何に依存するかは現時点では未だ
6) 

解析が進んでいない．既報の東成瀬村の如く， 10数年問

も風疹が流行していない地域もあることから，被検血清

採取地域問のこれまでの風疹流行度に依存する可能性も

考えられるが，いずれにしろ，更に解析をすすめたい．

マイユプラズマは4年の周期で流行が繰り返されると

いわれているが，本県でその流行が認められたのは1972
7) 

年末の森吉地方での流行であった．流行後の同地方にお

ける年令別抗体保有ベターンは今回の保有パターンと相

似していた．このことからみて，マイユプラズマの好侵
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淫年令層は7~9オから13~15オにかけてであると考え

られる．なお，流行前に県内住民から採取した血清では

5~31％のなだらかな年令別保有ベターンを示していた

が，今回のパターンは上記の 7~15オ群において高くな

っており，森吉地方での流行と前後して県内各地でマイ

ュプラズマの侵襲又は流行があったものと推定される．

1972~74年にかけての麻疹の罹患率は26.4~29.8（対
8) 

人口10万）であったが，保有率パターンで見る限り，そ

の好発年令が4~6才以下であることは明らかであろ

ぅ． 4~6オの83.3％をピークとして，以後加令と共に

保有率が低下していくが，これは非感染経験者が残存し

ているということではなく，血清HI抗体の減少とみた

方が妥当と考えられる．所謂ヽ2度かかりなし、の麻疹

の免疫は体液性免疫より細胞性免疫かが主体と考えられ

ているが，細胞性免疫か又は中和抗体を測定することに

よりこの加令によるHI抗体保有率の減少原因を説明し

得るものと考えられる．

次に，ヘルペスとサイトメガロの各ウイルスに対する

抗体保有率であるが，ヘルペスについては近年若年の抗

体保有率の低下が指摘されている．我々が1968年に県内

住民についてこの2つのウイルスに対する抗体保有率を

1) 

測定した結果を区2．に示すが， 19才以下の若年層では明
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図2． 秋田県内都市部及び近効在住者の各種ヘル

ペス群ウイルスに対する年令別抗体保有率

らかに保有率が減少している．垂直伝播又は濃密な接触

伝播を主体とする両ウイルスの抗体保有率が減少してき

たことはとりもなおさず県内住民の両ウイルス保有率が

低下していることを示している．ヘルペスウイルスにつ

いて附言すれば，このような抗体保有率の低下が今後進

行していくようであると， 1971年北秋田郡で発生したヘ

ルペ脳炎の如きヘルペスウイルス初感染による疾病の増

加も一つには予想されるかもしれない．

最後に，水痘ウイルスに対する抗体保有率であるが，

今回の保有ペクーンは図2．に示したものとほぽ同じペク

ーンを示した．

1V結論

1972~74年にかけて採取した血清901検体を用いて，

アデノ，ヘルペス，サイトメガロ，水痘，麻疹，風疹の

各ウイルス及びマイユプラズマに対する年令別抗体保有

率一血清疫学調査ーを測定した成績について述べた．
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